
 

個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
の
実
現 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施 

 

基
礎
的
・
基
本
的
事
項
の
定
着 

・
学
力
向
上
に
向
け
た
検
証
改
善
サ
イ
ク
ル
の
確
立
と
授
業
改
善
の
推
進
・
小
中
連
携
に
よ
る

英
語
力
向
上
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
の
活
用
に
よ
る
個
別
最
適
な
学
び
の
充
実 

読
解
力
の
向
上 

・
言
語
活
動
の
充
実
に
よ
る
読
み
取
り
及
び
表
現
力
の
育
成 

・
読
書
活
動
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
推
進 

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現 

・
課
題
設
定
と
振
り
返
り
の
充
実
に
よ
る
主
体
的
な
学
び
の
推
進 

（
学
習
課
題
の
設
定
・
ま
と
め
・
振
り
返
り
・
ICT
機
器
の
効
果
的
な
活
用
） 

・
校
内
研
修
の
充
実
に
よ
る
授
業
力
向
上
（
学
力
向
上
対
策
実
践
報
告
書
） 

令和８年度 大津町学校教育ビジョン 

【基 本 理 念】 

夢を持ち 夢を育み 夢を叶える教育実践 

～生きる力を身につけ、よき社会の形成者として未来を拓く子どもの育成～ 

大津町「三つの約束」 
1.あいさつをする 

2.時間を守る 

3.人の話を聞く 学びに向かう力と人間

性 

 大津版「熊本の学び」の創造 

「学び」の活用力 思考力・判断力・表現力等 

未来の創り手となるための資質・能力の育成と学習評価の充実 

社会に開かれた教育課程（「学び」と「くらし」のリンク化） 

確かな学力 豊かな心 健やかな体 

教育の情報化の推進 
〇ＩＣＴ活用指導力の向上 〇情報リテラシーの育成 

幼児教育(就学前教育)の充実 
○幼児教育と学校教育の接続強化 

□接続期カリキュラム、連携カリキュラム及

び架け橋期カリキュラムの実践及び改善  

□「育ちのステップ」の周知と活用 

○中学校区連携推進協議会の活性化 

 □目標連携、行動連携、情報連携の充実 

 

 

家庭教育 

 

社会教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情
報
発
信
・
相
互
連
携
強
化 

情
報
発
信
・
相
互
連
携
強
化 

ビジョンの共

有と当事者意

識の醸成 

保
健
教
育
・
食
育
の
充
実 

・
熱
中
症
予
防
の
理
解
と
行
動
の
定
着
・
う
歯
治
療
率
の
向
上
と
口
腔
健
康
の
推
進 

・
基
本
的
生
活
習
慣
と
食
習
慣
の
形
成 

安
全
教
育
の
充
実
・
安
全
管
理
の
徹
底 

・
危
険
回
避
能
力
と
安
全
意
識
の
育
成
・
学
校
防
災
体
制
の
強
化
（
実
践
的
避
難
訓
練
） 

・
情
報
モ
ラ
ル
を
含
む
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
推
進 

学
校
体
育
の
充
実
及
び
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進 

・
体
育
、
保
健
体
育
の
授
業
の
充
実
・
部
活
動
の
地
域
展
開
の
推
進 

い
じ
め
、
不
登
校
等
の
未
然
防
止
と
組
織
的
対
応
の
充
実 

・
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り
の
推
進
・
「
愛
の
１
２
３
運
動
＋
１
」
に
よ
る
早
期
発

見
と
初
期
対
応
の
徹
底 

特
別
活
動
の
充
実 

・
協
働
的
な
活
動
を
通
し
た
人
間
関
係
形
成
力
の
育
成
・
自
己
有
用
感
と
自
己
肯
定
感
の
育
成 

 

道
徳
教
育
の
推
進 

・
「
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
」
の
実
現 

・
多
様
性
を
尊
重
し
、
認
め
合
う
心
の
育
成 

人権教育の充実 
○人権教育の組織的推進体制の強化 

□校長のリーダーシップのもと、全校的な共通理解と組

織的実践の徹底 □人権教育主任を中心とした体制の明

確化と、いじめ・不登校等における他機関との連携強化 

○部落差別をはじめとする様々な人権問題への基本的

認識の深化と多様性を踏まえた計画的研修の充実、

主体的行動につなぐ指導力の向上 
  

特別支援教育の充実 
○自立と社会参加を見据えた指導・支援の充実 
○インクルーシブ教育システムの構築に向けた

交流及び共同学習の充実 

○多様な教育的ニーズに応じた通常の学級にお

ける支援の充実 

□特別支援教育コーディネーターを核とした校内

支援体制の強化及び関係機関との連携 

 

1コミュニティ･スクールの推進 
・学校運営協議会の機能強化 

・五者連携と役割の明確化 

・学校評価の活用による改善 

2 地域学校協働活動の推進 
・４つの柱を踏まえた活動内容

の充実と体系化 

・協働活動推進員を核とした人

材の確保・育成・活用 

・地域未来塾等の充実 

3伝統と文化を尊重する地域

学習の推進 
・地域資源を活用した学習の充

実 

地域とともにある 

学校づくり 

学校を核とした 

地域づくり 

社会の変化に対応した教育の推進 

〇持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）〇防災教育 〇英語教育・国際理解教育  〇主権者教育・消費者教育 〇ＳＴＥＡＭ教育 等 

関係機関 

との連携 

2 家庭教育力の向上 

1 基本的生活習慣の形成 

・
大
津
町
「
三
つ
の
約
束
」 

・
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん 

・
携
帯
・
ス
マ
ホ
の
ル
ー
ル
づ
く
り 

・
家
庭
で
高
め
る
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー 

・
「
親
の
学
び
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進 

・
「
第
五
次
肥
後
っ
子
い
き
い
き
読
書
プ
ラ
ン
」
の
推
進 

・
大
津
町
「
育
ち
の
ス
テ
ッ
プ
」
の
活
用 

・
大
津
町
第
五
次
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
の
推
進 

第７次大津町振興総合計画 

令和８年度 目標指標 
〇確かな学力の育成 

「大津町学力調査結果」 

→全国平均値以上(小中学校とも） 

〇たくましく未来を切り拓く力 

の育成 

「中３で CEFR の A1 レべル以上 

を有すると思われる生徒の割合」 

→６０.０％ 

「中１及び中２で英語の勉強が 

好きな生徒の割合」→７５.０％ 

〇豊かな心の育成 

「思いやり」を評価する心理検査 

における全国偏差値(小６) 

→５０% 

〇健やかな体の育成と健康の増進 

「食育指導の実施」→４６回 

「学校授業以外で週４回以上運 

動している割合(小６)｣→５０％ 

〇家庭教育力の向上 

「『三つの約束』の実践状況評価」 

 →３.３０ 

〇
基
本
的
生
活
習
慣
の
形
成 

「
ス
マ
ホ
の
利
用
ル
ー
ル
が 

守
れ
て
い
る
中
学
３
年
生
」 

 
 
 
 

 
 
 
→

５０
％ 

〇
家
庭
教
育
力
の
向
上 

「
く
ま
も
と
『
親
の
学
び
』
プ
ロ
グ
ラ
ム
進
行 

役
養
成
講
座
受
講
者
数
」 

 
 
→

40
人 

「
親
の
学
び
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
数 

→
720
人 

〇地域学校協働活動の推進 
地域における協働活動の実施 

→１８件 

〇多様な教育ニーズへの対応（誰一人取り残さない教育の充実） 
「不登校児童生徒が教職員以外に関係機関から支援を受けている割合」「日本語 

指導を必要とする児童生徒のうち実際に指導を受けている割合」  →１００％ 

 

キャリア教育の推進 

〇「キャリア・パスポート」の効果的な活用 〇特別活動の充実 

〇教育環境の整備・充実(学校における働き方改革の推進) 
「１か月の時間外在校等の時間が４５時間以内の教職員」 

→小学校：１００％ 中学校：１００％ 

一体的 

に推進 


